
～平成28年度交付決定額： 14,397 千円 平成29年度申請額： 7,253 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

平成 29 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

これらの事業を実施することにより、市民の文化遺産に関する理解を深めることができるとともに、保存や継承
を充実させ、地域の活性化が期待できる。また、これらの文化遺産を活用することで、大和高田市の観光振興にも
繋げることができ、観光客の増加に寄与することができる。

現時点では「歴史文化基本構想」の策定に向けた計画はないが、その重要性および必要性は十分に認識している
ことから、平成２９年度から県内および近隣府県の状況調査を開始し、平成３１年度を目処に「歴史文化基本構
想」の策定を目指す。

地方公共団体
担当部局課

大和高田市教育委員会 生涯学習課 文化財係

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

奈良県大和高田市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る全体の企画・調整や、各補助事業に係る指導等は以下の担当課が行う。
大和高田市教育委員会事務局生涯学習課：各補助事業における文化財の取扱等に関する指導・調整等

また、補助事業は次の団体が実施する。
大和高田市の文化遺産を活かした総合地域活性化事業実行委員会（委員長：亀田叔久）
構成団体（大和高田秋の例大祭保存継承事業実行委員会、夢咲塾、大和高田市文化財ボランティアガイドの

会）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

大和高田市の文化遺産を活かした総合地域活性化事業

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

大和高田市の文化遺産を活かした総合地域活性化事業は、「大和高田秋の例大祭保存継承事業」・「大和高田市
の歴史・文化遺産を活かした地域活性化事業」・「大和高田市の文化財ボランティアガイド育成事業」の３つの事
業を柱に大和高田市の文化遺産を活かし地域を活性化させるまちづくり事業である。

大和高田市の文化遺産を次の世代へ継承し、後進の育成を図ることで地域活性化を推進するため、下記の取組を
実施する。また、実施計画期間中は、下記の取り組みを通じて地域全体で文化遺産を保存・継承し、活用していく
ための体制の確立を目指す。

１ 大和高田秋の例大祭保存継承事業（平成27年度～平成29年度）
（１）祭礼に関する総合的な情報発信事業。
（２）秋の例大祭に使用する地車（だんじり）の修理および修理現場の公開事業。
（３）地域住民と協働による文化遺産を活用したまちづくり。
（４）地車彫刻の展示・見学会の開催。
２ 大和高田市の歴史・文化遺産を活かした地域活性化事業（平成27年度～平成29年度予定）
（１）歴史・文化遺産・伝承文化・伝統行事等の調査。
（２）歴史的建造物や近代化遺産等の調査。
（３）調査結果の報告およびシンポジウム、講演会やウォーク等のイベント開催。
３ 大和高田市の文化財ボランティアガイド育成事業（平成28年度～平成29年度）
（１）文化財ボランティアガイドの育成を図るための研修会等の開催。
（２）大和高田市の文化財を活かした魅力ある地域づくりを推進する事業の開催。

地域文化遺産活性化

平成 27 年度 ～

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



年度

人 人 人 人 人 人

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30

28 年度 200 人 ⇒ 平成 29

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： 祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 天満神社秋の例大祭への参加住民数 関連事業: ⑦⑨

年度 230 人目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２：

設定根拠４： 新規ガイド10名が各々8件のガイドを行うと設定

目標区分４： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

目標値３： 平成 28 年度 500 人 ⇒ 平成 29

年度

その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 後継者として祭礼に参加する児童数 関連事業: ⑧

目標値２： 平成 28 年度 20 人 ⇒ 平成 29 年度 24 人

人

設定根拠２： 平成28年度を100として、毎年度伸び率を20％と設定

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30

人 人

目標区分３： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分３： 地域の文化遺産関係資料館、博物館等の年間入館者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３： 展示を行う図書館および郷土資料室への来館者数 関連事業: ①⑤⑥

人 人 人

年度 1,000 人

設定根拠３： 平成28年度を100として、伸び率を200％と設定

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

人 人 人 人 人 人

具体的な指標４： 新規ボランティアガイド活動延べ人数 関連事業: ②③④

目標値４： 平成 28 年度 30 人 ⇒ 平成 29 年度 80 人

評価指標区分４： その他 （具体的な指標は次のとおり）

人 人

年度 平成 年度 平成 27 年度 平成 28

人 人

設定根拠１： 平成28年度を100として、毎年度伸び率を15％と設定

進捗状況４： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

人 人

様式１－１別紙①



人 人 人

年度 平成 27 年度

人 人 人

年度 平成 30 年度平成

～ 平成 29 年度

事業概要：

（１）文化財ボランティアガイドの募集・養成
新規募集を行い、ガイド数の増員を図る。
養成講座を開催し、ガイドとしての基礎を身につける。

（２）文化財ボランティアガイドのスキルアップ
文化財ボランティアガイドとしての資質向上を目指し、勉強会および研修会を開催する。

（３）文化財ボランティアガイドとの情報交換
奈良県観光ボランティガイド連絡会が主催する連絡会や研修会への参加し、
他市町村との情報交換および連携強化を図ることで組織を強化する。

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 28 年度

平成 29 年度 80 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 30 人 ⇒

人人 人 人人 人

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 白拍子舞の稽古受講者の後年度活動者数

目標値： 平成 28 年度 0 人人 ⇒ 平成 29 年度 10

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度27 年度 平成 28 年度 平成

人人 人 人

～ 平成 29 年度

事業概要：
平安期から藤原氏の荘園であった一条院平田荘の荘官である万歳氏ゆかりの礒野村に伝わる古

地図に書かれている静御前伝説をもとにした地域活性化事業として、白拍子に関する専門家を講
師に招き、受講応募者への研修及び白拍子舞の稽古により人材育成を行う。

事業②：
大和高田市の歴史・文化遺産を活かした地域活
性化事業

実施団体： 夢咲塾

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 29 年度

27 年度 平成 28 年度 平成

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

人 ⇒ 平成 29 年度 1,000

～ 平成 29 年度

事業概要：
大和高田市内の歴史や文化遺産等の発掘・調査結果を、公共の場でパネル展示をし、ホーム

ページで情報発信する。また、データベース化された歴史・文化遺産の中で、公開可能な物を冊
子としてまとめ、公共の場で公開する。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度

事業③： 大和高田市文化財ボランティアガイド育成事業 実施団体：
大和高田市文化財ボランティアガイドの
会

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 図書館の来館者数

目標値： 平成 28 年度 500

29 年度 平成 30 年度

人 人

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①：
大和高田市の歴史・文化遺産を活かした地域活
性化事業

実施団体： 夢咲塾

28 年度 平成 29平成 年度 平成

具体的な指標： 新規ボランティアガイド活動延べ人数

目標値：

・ボランティアガイド育成講座修了者の後年度活動者数 （具体的な指標は次のとおり）評価指標区分：

様式１－１別紙②



（単位）

（単位）

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

（単位） ⇒ 平成 年度目標値：

平成平成 年度

（具体的な指標は次のとおり）

27 年度 平成 28平成

人 人

評価指標区分： （リストから選択してください。）

具体的な指標： （具体的な指標を記載してください。）

29 年度

事業概要：

昨年度に引続き、文化財・文化遺産をはじめ歴史や伝承の洗い出しと現存する伝統行事のリス
トアップ、その歴史や伝承との関連性を明確にしてまちづくりの資源化（データベース化）を行
う。また、大和高田市の町並みを形成している、近代化遺産建造物や近代和糞建築物などをリス
トアップし、建築文化遺産の個別ターゲットとした実測調査を行う。

（単位） （単位）

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度27 年度 平成 28 年度 平成

人

～ 平成 29 年度

人 人 人

事業概要：
大和高田市の歴史・文化遺産に関係する地域を訪ね、市民と共に検証する歴史文化ウォークの

開催と、講演会や伝承されている民俗・芸能の披露、調査結果の報告やシンポジウム等、歴史・
文化遺産を活かしたまちづくりの重要視を市民と共有する。

事業⑤：
大和高田市の歴史・文化遺産を活かした地域活
性化事業

実施団体： 夢咲塾

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 夢咲塾への新規入会者数

目標値： 平成 28 年度 3 人人 ⇒ 平成 29 年度 5

人 人 人人 人 人

人 ⇒ 平成 29 年度 300

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： ボランティアガイドの利用団体数および利用者（参加者）数 ※目標値は利用者（参加者）数

目標値： 平成 28 年度 150 人

（１）大和高田市の観光資源を発掘し、本市の魅力を紹介する。
市内の史跡をめぐるウォーキングを開催し、ガイドとして本市の魅力を参加者へ伝えるとと

もに観光客の誘致に繋げる。
春と秋に２回、史跡めぐりウォーキングを開催する。

（２）その他の事業
大和高田市の歴史資料や文化財を次世代に伝えるための活動を行う。
大和高田市郷土資料室への見学者やその他企画展等で、文化財の解説（ミュージアム・トー

ク）を行い、見学者が理解を深める
手助けをする。

事業④： 大和高田市文化財ボランティアガイド育成事業 実施団体：
大和高田市文化財ボランティアガイドの
会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 29 年度

事業概要：

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度27 年度 平成 28 年度 平成

年度 平成

事業⑥：
大和高田市の歴史・文化遺産を活かした地域活
性化事業

実施団体： 夢咲塾

事業区分： 調査研究 事業期間： 平成 28 年度

平成 年度

～ 平成

29 年度 平成 30 年度

（単位） （単位） （単位）

年度



人人 人 人人 人

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 後継者として祭礼に参加する児童数について毎年20％増を目指す。

目標値： 平成 28 年度 20 人人 ⇒ 平成 29 年度 24

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度27 年度 平成 28 年度 平成

回 回 回回 回 回

～ 平成 29 年度

事業概要：
大和高田天満神社秋の例大祭において、先人より地域に伝わる伝統と歴史ある根成柿地車の曳

き出し・鳴り物を後世へ継承するべく、子供会および子供会ＯＢが日々練習を積み重ね、例大祭
を途切らす事のないよう、後継者育成に取組む。

事業⑧： 大和高田秋の例大祭保存継承事業 実施団体： 大和高田秋の例大祭保存継承実行委員会

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 29 年度

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度27 年度 平成 28 年度 平成

～ 平成 29 年度

事業概要：
地車の復元改修の様子並びに過去の地車曳出の様子、太鼓・鉦の練習風景等、地域の貴重な文

化財としての根成柿地車の歴史的価値を見出し、記録することで後世に残すことを目的とする。

事業⑦： 大和高田秋の例大祭保存継承事業 実施団体： 大和高田秋の例大祭保存継承実行委員会

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 29 年度

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： ＤＶＤの利用回数

目標値： 平成 28 年度 0 回回 ⇒ 平成 29 年度 10

人人 人 人人 人

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 祭礼行事参加者について毎年15％増を目指す。

目標値： 平成 28 年度 200 人人 ⇒ 平成 29 年度 230

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度27 年度 平成 28 年度 平成

～ 平成 29 年度

事業概要：

地域に古くから継承されている伝統行事である､大和高田 天満神社 秋の例大祭での重要な要
素である根成柿地車の老朽に伴う､経年劣化部分の復元改修を行う。また彫刻欠損部分も当時の
彫刻を歴史的観点から推測して既存彫刻と同様に復元する。併せて天満神社と地域の歴史的移り
変わりについて資料公開､また先人より歴史と伝統をともに継承されている地域地車との関わり
を後世へ普及継承を図る。

事業⑨： 大和高田秋の例大祭保存継承事業 実施団体： 大和高田秋の例大祭保存継承実行委員会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度


